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件  名  

下関市立大学鯨資料室開設 10 周年記念シンポジウムの開催について 

 

内  容  

平成 19 年度に下関市立大学に鯨資料室が設置されてから 10 年が経過し、「くじらのまち下関」

に対する一定の地域貢献の役割を担ってきました。そこで、資料室開設 10 周年を記念し、資料室

の収蔵品及び研究対象の柱であり、下関の地域産業、特に水産業を代表する「鯨とふく」につい

て、学生や市民の皆様に対する研究成果の還元、地域貢献を目的としたシンポジウムを 10 月 28 日

(土)に開催します。 

【日時】 平成２９年１０月２８日（土）１４：００～１５：５０ 

【場所】 海峡メッセ下関 10 階国際会議場（下関市豊前田町三丁目３番１号） 

【内容】 開会挨拶：川波洋一（下関市立大学長） 

第１部 「鯨油の利用と将来の可能性を探る」 

報告 岸本充弘（下関市立大学附属地域共創センター 委嘱研究員） 

     シンポジウム コーディネーター：岸本充弘 

     パネリスト：吉田幸治（株式会社吉田総合テクノ 企画管理課長） 

           岩田在博（山口県産業技術センター 専門研究員） 

     第２部 「下関初のトラフグ陸上養殖の挑戦」 

     報告 城下隆（株式会社ＥＥＣＬ 代表取締役） 

     シンポジウム コーディネーター：濱田英嗣（下関市立大学附属地域共創センター長） 

     パネリスト：髙橋義文（九州大学大学院農学研究院 准教授） 

           佐々木満（株式会社みなと山口合同新聞社 みなと新聞中国支社 参与） 

     閉会挨拶：荻野喜弘（公立大学法人下関市立大学 理事長） 

【後 援】山口県 

【その他】入場無料、申し込み不要 

     連絡先：７５１－８５１０ 下関市大学町二丁目１番１号 

         下関市立大学附属地域共創センター 

         ＴＥＬ：083-254-8613  ＦＡＸ：083-253-1622 

         E-mail: chiikikyoso@shimonoseki-cu.ac.jp 

問い合わせ先・担当者連絡先 

経営企画グループ長 地域共創班長 担当者 連絡先 

きしもとみつひろ やまおゆきみつ やまおゆきみつ 
083-254-8613 

岸本充弘 山尾幸光 山尾幸光 

提出日 平成 29 年 10 月 25 日 広報連絡先 
（経営企画班） 

Tel.083-254-8707 koho@shimonoseki-cu.ac.jp 

 


